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の小口 貸出しが抱え 問題は解決できことを世界中に知らしめたこ にある。一般に貧困者へ し出しは、少なすぎる資金需要と担保となる資産が不足していることで、貸し手 取引費用をカバーできとされていた。さらに借り手の収入も少額で不安定 あるため支払いリスクが高いとされていた。これを、貸出のスキームさえ工夫すれば、高い返済率を維持できることを証明したのが、女性をターゲットとした
無担保、連帯責任制のグループ貸出しの事業投資向けという貸付の仕組みであった。連帯責任性のグループ貸出しは、貸し手と借り手の間にある情報の非対称性の問題を緩和し、グループ内で相互に監視 あうことで、貸し モニタリング コストも引き下げることに貢献した。このほかに小口の借入れに対して即時に小口で返済を開始したり、借入を完済すると次の借入枠が拡大するなど、円滑な返済を促すための工夫によって、貧困者、とくに女性を対象とした小口の貸出しの返済率を高め、ＭＦの成功につなが たことはす に広く知られている。
現在、ＭＦはこうした成功の蓄積を基盤






















ジットの条件の選好に関して考察を行っている。東ジャワでの事例を用い、顧客の融資条件への選好や融資チャネルの選択がどのように変化するかについて混合ロジットモデルを用い分析している。従来融資 条件はＭＦＩからの視点から設計されてきたが、顧客の需要に合わせた商品を提供しよう流れの中で 新たなＭＦへ アプローチである。
ＭＦの研究は進んでいるが、ＭＦが人々
























文をまとめたもの 一部 、研究会で実施したインドネシア・東ジャワでの家計調査の結果から推測される起業する家計 属性についての分析である。
高野論文では、インドのマイクロ保険を
採り上げる。マイクロ保険はＭＦ 中でもまだ新しいサービスであるが、実践 場では低い加入率、高 保険金支払い請求、および低い更 率が問題であると指摘 ている。本論文では、実験行動経済学 注目されているプロスペクト理論と双曲線割引の、保険加入への意思決定へ 含意を示し、これらの行動経済学の理論が保険意思決定の一部を説明できることを実験経済学の手法を用いて実証し 。 た、病人がる率の高い家計ほど加入して るなど 典型的な逆選択の問題が生じていることを立
